
1981年出上の木簡

ピ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。
溝
状
遺
構
は
そ
の
切
り
合
い
関
係
に
よ
り
、
少
な
く
と

も
三
時
期
に
わ
た
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

第

一
調
査
区
か
ら
は
大
溝
を
含
む
十
二
条
の
溝
状
遺
構
を
検
出
し
た
。
遺
構

か
ら
は
杭
を
は
じ
め
曲
物
の
底
板
・板
状
木
器
・土
器
片
等
が
出
上
し
て
い
る
。

特
に
、　
一
号
溝
と
七
号
溝

（大
溝
）
が
近
接
す
る
付
近

一
帯
に
は
多
量
の
杭
や

木
材
が
集
積
し
て
お
り
、
大
溝
か
ら
の
取
水
施
設
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
第
四
調
査
区
で
検
出
し
た
十
三
号
溝
は
、
覆
土
層
が
単

一
で
あ
る
こ
と
や

溝
上
面
か
ら
勾
玉

・
横
瓶

。
甑
等
が

一
括
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当

溝
を
廃
棄
す
る
際
に
、
溝
埋
め
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
も
の
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
検
出
し
た
遺
構

・
遺
物
か
ら
は
い
ま
だ
南
吉
田
葛
山
遺
跡

の
性
格
に
つ
い
て
多
く
は
語
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
後
の
整
理
作
業
を
通
し
て

検
討
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「
南
元
阿
弥
陀
佛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ
じ

ｘ
馬
浪

ｏ自

（浜
野
伸
雄
）

一　
　
　
　
訂
正
と
お
詫
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　

『木
簡
研
究
』
第
二
号
の

「
一
九
八
〇
年
出
上
の
木
簡
　
石
川

・
白
山
橋
遺
跡
」

一

一　
に
掲
載
致
し
ま
し
た
四
五
頁
の
図
版
の
説
明

「白
山
橋
遺
跡
　
一
号
土
境
」
は

「
　
一

一　
桜
町
遺
跡
　
一
号
土
壌
」
の
誤
り
で
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
執
筆
者
　
一

一　
・
読
者
各
位
に
深
く
お
詫
び
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

岡
＝
。
百
問

川
遺

跡
群

鶯

み
離
遺
砂

１
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
県
岡
山
市
原
尾
島

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
四
月
を

一
九
八

一
年

（昭
５６
）
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岡
山
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
　
博

・
島
崎
　
東

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
！
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
旭
川
放
水
路

（百
間
川
）
改
修
計
画
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
、
百
間
川
遺
跡
群
に
存
在
す
る
。
こ
の
遺
跡
群
中
、
も

っ
と
も
上
流

に
位
置
す
る
通
称
第

一
微
高

地

・
原
尾
島
遺
跡
で
は
、
弥

生
時
代
前
期
か
ら
古
墳
時
代

に
か
け
て
の
数
多
く
の
遺
構

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

紛
　
ら
に
伴
う
出
土
遺
物
も
土
器

山

　

．
木
製
品

。
金
属
器

・
玉
類

徊

　

・
鏡
な
ど
質
量
共
に
豊
富
で

あ
る
。
遺
構
の
中
で
は
、
と




